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平成２７年１２月１６日 

宮城県保健福祉部障害福祉課 

 

障害者虐待に関する調査結果について（平成２６年度分） 

 

 厚生労働省による「障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者

虐待防止法）に基づく対応状況等に関する調査」について，県分の調査結果がまとまりましたの

で公表します。（平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日の調査結果。全国データは，後日

厚生労働省が発表する予定です。） 

 

 

 

（１） 相談・通報・届出件数 

 県及び県内市町村で受け付けた障害者福祉施設従事者等による障害者虐待に関する相談・

通報・届出件数は３５件であった。 

平成２６年度 平成２５年度 増減 

３５件 １９件 １６件増（＋８４．２％） 

 

（２） 相談・通報・届出者 

 「被虐待者本人」が２３．１％と最も多く，次いで「家族・親族」が１７．９％となって

いる。 

相談・通報者 人 ％ 

被虐待者本人 ９ ２３．１ 

家族・親族 ７ １７．９ 

近隣住民・知人 １ ２．６ 

相談支援専門員・障害者福祉施設従事者等 ６ １５．４ 

当該施設・事業所職員 ６ １５．４ 

当該施設・事業所元職員 ４ １０．３ 

運営適正化委員会（社会福祉法第８３条） １ ２．６ 

その他 １ ２．６ 

不明（匿名を含む） ４ １０．３ 

合計 ３９ １００．０ 

注）１件の事例について複数人から相談・通報・届出があった場合は重複して計上。 

 

（３） 県及び市町村による虐待事実の確認調査結果 

 虐待の事実が認められた事例は９件であった。 

種別 件 ％ 

虐待の事実が認められた事例 ９ ２５．０ 

虐待の事実が認められなかった事例 １３ ３６．１ 

虐待の事実の判断に至らなかった事例 ６ １６．７ 

明らかに虐待はなく，事実確認調査不要等 ８ ２２．２ 

合計 ３６ １００．０ 

注）１件の事例について複数の市町村が事実確認調査を行った場合は重複して計上。 

障害者福祉施設従事者等による障害者虐待への対応状況 
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（４） 虐待の状況 

 

虐待の種別 

身体的虐待 ７件 

性的虐待 ０件 

心理的虐待 ５件 

放棄・放置 ０件 

経済的虐待 ０件 

合 計 １２件 

注）１件の事例について複数の虐待種別があった場合は重複して計上。 

 

サービス種別 

障害者支援施設 ２件 

生活介護 ２件 

就労継続支援Ｂ型 １件 

共同生活援助 １件 

放課後等デイサービス ３件 

合 計 ９件 

 

虐待を行った従事者の職種 

管理者 ５人 

看護職員 １人 

生活支援員 ３人 

作業療法士 １人 

送迎バス運転手 1人 

合 計 １１人 

注）１件の事例において複数人が虐待を行っていた場合は重複して計上。 

 

県及び市町村が障害者虐待に対して取った措置 

事業所に対する訪問指導 ９件 

施設等からの改善計画の提出依頼 ９件 

虐待を行った障害者福祉施設従事者等への注意・指導 ３件 

合 計 ２１件 

注）１件の事例に対して同種の措置を複数回行った場合でも１件として計上。 


